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RI会長 3月メッセージ 



ガバナー 3月メッセージ       

水と衛生月間によせて  

  

 

 

 

 

          国際ロータリー 第2640地区 

             ガバナー 樫畑 直尚 

 地球環境について人類は何ができるのかを考える
会議が、1992年にブラジルのリオデジャネイロで開催
されました。環境と開発に関する国際連合会議、通称
「地球サミット」です。この会議には、当時の国連加盟
国のほぼすべてである172か国が参加したことに加
え、NGOが公式に参加するなど、のべ4万人という国
際連合史上最大の規模となり、その後の環境政策に
大きな影響力を与えることになりました。 

 実は、私もNGOの代表として参加をし、いくつかの
会議に顔を出し、時にはサンパウロまで足を延ばして
議論をし、非常に多くのことを学ぶことができまし
た。広大な敷地に用意されたリオのNGO会場では、多
くのテントが立ち並び、会議への呼び込みやらアピー
ル合戦が繰り返され、なんと賑やかなこと、まるでお
祭り騒ぎでした。しかし、NGOの意見や行動力を取り込
んだ「地球サミット」は、世界的な支持を受けることに
もなったのです。 

 このサミットの成果である具体的な行動目標「ア
ジェンダ21」で提案され、翌年1993年の国際連合総会
で決議された一つが「世界水の日(World Day for 
Water、World Water Day）」です。3月22日を「世界水
の日」と定めるとともに、加盟国に対して、この日に各
国で活動を企画するよう薦めており、水や水資源の
持続可能な開発に関連する取り組みを行う国連機関
も様々な企画を催しています。そして、もちろん国連
加盟国以外にも、数々のNGOが水に関連した活動をし
ており、ロータリーはその主要な団体の一つとして位
置付けられています。 

 1988年に、乳幼児の「下痢による脱水症状」への対
策として、ユニセフと協力をして経口補水塩（ORS）を
バングラデシュに贈る活動を指揮したことがあり、水
と衛生について学ぶ機会がありました。発展途上国
では、非衛生的な環境に置かれた子どもが多く、きれ
いな水がないという状況下ではかなりの頻度で下痢
を起こします。なんと、現在でも年間150万人の子ど
もたちがこの理由で命を落としているのです。 

 また、同年、ネパールはじめアジア各地で見た子ど
もたちの労働問題でも、「水」とのかかわりがありまし
た。上水道の整備はおろか、井戸さえ満足にない集落
では、片道数時間を要する遠くの水源まで毎日通わ
ねばなりません。その水を運ぶのは女性や子どもの
仕事。大事な水ですから、家族総出で労力を割かなけ
ればならないのです。このような環境では、教育を受
けることなど疎か（おろそか）になってしまうことは

当然です。これが貧困の負のサイクルを生むことに
なります。このように、社会的な問題も内包している
のが、「水」問題なのです。 

 本年度、当地区では、国際奉仕委員会とロータリー
財団委員会が中心となって、タイ王国に位置する第
3340地区、第3350地区と連携し、国際的な人道的奉
仕プログラムを展開しました。その一つが「Clean 
Water Project」です。主に学校に浄水器を設置する
というプログラムですが、皆さまのご理解を得た結
果、当地区から合計１４基もの装置を贈れることになり
ました。地区内のクラブが主役になって取り組んで頂
いた結果がこのような素晴らしい成果につながり、本
当に嬉しく思っております。※（今回、当地区クラブか
らの協力で、AED自動体外式除細動器１１器と人工透析
器３器を設置したことも併せてご紹介しておきます） 

 ロータリーでは、2030年までに、安全な水と衛生設
備をすべての人が利用できるよう「WASH（Water, 
Sanitation and Hygiene）」プロジェクトを強力に推進
しています。 

 世界中のロータリアンが、それに呼応してWASHプロ
ジェクトに取り組んでいます。例をいくつかご紹介し
ておきましょう。 

 英国の二つのクラブは、マダガスカルのクラブと協
力し、浄水施設を設けることによってアナラマンガ地
域の村にきれいな水を提供する事業を推進していま
す。 

 ニカラグアでは、オレゴンのクラブが、水を介した
伝染病を防ぐための浄水フィルターを設置しました。 

エジプトのヘリオポリス・ロータリークラブは、ア ル
アドレー村の住民3,000人に浄水設備を提供するため
にロータリー補助金を一緒に申請する共同提案者を
探しています。 

 加えて、ロータリーは、次世代のリーダー育成とし
て、水と衛生分野の専門家を育成する奨学金を提供
していることもご紹介しておきます。 

 ロータリーでは、特にこの問題に対して行動する
「WASRAG：The Water & Sanitation Rotarian Action 
Group （https://www.wasrag.org/）と呼ばれるネット
ワークが編成されており、活発な活動が展開されて
います。ご興味のある方は、ホームページにアクセス
してみて下さい。 

 話は変わりますが、今月は「世界ロータアクト週間
（３月１３日を含む１週間）」が定められています。1993
年、RI理事会は、ロータアクトの創立25周年を記念し
て、この週間「World Rotaract Week」を定めました。
当地区では、地区大会においてお手製の「ジビエ
バーガー」の販売を行ったり、2月には「献血事業」を
地区内4か所で展開したりと活発に活動をしていま
す。この週間を契機にして、力強い仲間であるロータ
アクトへのご理解とご支援を頂きたいと切に希望い
たします。彼らの持つエネルギーや新しいアイデア、
労力は刮目に値するものであり、私たちロータリアン
と補完関係にある頼もしいパートナーなのです。 

 残りの４か月間、皆さまとともにロータリー活動を
盛り上げて参りたいと思います。 



ガバナー レポート Facebook（h ps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 

2月10日(日)。 

国際ロータリー第2640地区「ロータアクトク

ラブ合同献血」で、大阪府和泉市に。今日は

地区内４ヶ所で同時開催です！    

2月3日(日)。 

神戸市にて「第11回全国RYLA研究会」。和歌

山市と神戸市、とても隔たりがあるような印

象ですが、実際は海の対岸。高速道路の湾

岸線なら一時間半程度で移動できます。  

2月9日(土)。 

今夜は、国際ロータリー第2640地区「第7分

区7クラブ合同例会」。

第1部のシンポジウムで

みっちりと学び、第2部

の懇親会で大盛上り！

ホストの羽衣クラブの

皆さん、お疲れ様！ 

2月15日(金)。 

国際ロータリー第2640地区ガバナーとし

て、山本進三代表幹事とともに、和歌山県警

察本部における「信号機の停電時発電設

備」に関する寄付金贈呈式に出席しました。

地区内クラブの皆さんに代わって、檜垣重

臣本部長にお届け致しました。  



ガバナー レポート Facebook（h ps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 

2月16日(土)。 

本日は国際ロータリー第2640地区「2019-

20年度のための地区チーム研修セミ

ナー」。スキルには慣れが必要ですが、心構

えにはフレッシュさが大事。頑張って参りま

しょう！  

2月17日(日)。 

国際ロータリー第2640地区の堺北クラブと
タイ王国第3340地区のロイエットクラブが
「人工透析器」を病院に寄贈。地区国際奉仕
委員会と財団委員会がお手伝いさせて頂き
ました。これで多くの命が救われます！ 

2月17日(日)。 

国際ロータリー第2640地区堺北RC、第3340
地区ロイエットRC、第3350地区ノンケーム
RC。３クラブでの友好クラブ締結式に、それ
ぞれのガバナーとノミニーも同席させて頂
きました。おめでとうございます。 

2月18日(月)。 

国際ロータリー第2640地区の７つのクラブ
と第3350地区ノンケームクラブで、15器の
浄水器を寄贈しました。Tessaban 
Omnoi地区ノンケーム学校に設置
します。子ども達が、絵の展覧会、
踊りやブラスバンドで歓迎して下
さいました。感涙…！ 



ガバナー レポート Facebook（h ps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 

2月18日(月)。 

国際ロータリー第2640地区堺清陵クラブと
第3350地区ノンケームクラブが、R財団の
グローバルグラントを使って「AED」と「CPR 
Training Program」を寄贈。合計12基の一部
をバスターミナルに設置します。  

ノンケームRCの歓迎会はリバークルーズ
で！左手で摘まんでいるのは…、なんと
スーパームーン(Super Moon) ！ 

2月20日(水)。 

羽田空港に到着し、ホテル・ニューオータニ
へ直行。これから第3回ガバナー会。朝食の
パンケーキがデカくてお腹いっ
ぱい。おまけに朝日がまぶし過
ぎて、これは眠らないように気
を付けないといけません(笑)。 

2月20日(水)。 

松阪順一ガバナー率いる国際ロータリー第
2580地区地区大会、いよいよ開会です。RI
会長代理は、松宮剛(茅ヶ崎湘南)PDGがお
務めされます。  

2月21日(木)。 

国際ロータリー第2580地区 地区大会第２
日目が始まりました。記念講演は、友人の番
匠幸一郎氏。残るは半日、頑張れ、松阪ガバ
ナー！ 



ガバナー レポート Facebook（h ps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 

2月月17日(日)付けの地元紙「和歌山新報」

で、信号機の停電時発電設備に関する寄付

を取り上げて頂きました。 

2月23日(土)。 

今夜は「和歌山東ロータリークラブ 創立60
周年記念式典」にお招き頂きました。吉田会
長を中央に、PPの山本代
表幹事と記念写真。永年会
員表彰は、なんと「56年」
と「46年」のお二人。おめ
でとうございます！ 

2月24日(日)。 

富田林市民会館にて、国際
ロータリー第2640地区第５
分区「南輪会IMフォーラム」
が、太子RCのホストによって
開催されました。浅岡ガバ
ナー補佐始め参加者の皆さ
んお疲れ様❗素晴らしいチー
ムワークです。  

2月26日（火）。 

本日は和歌山RC次年度会長幹事を励ます
会。言うまでもなく確りやって頂けるコンビ
です。高会長エレクトと吉田次年度幹事、宜
しくお願い致します。
木綿会長と中谷幹事
有難うございました。
美味しいお酒を頂き
ました。解散後はいつ
ものカラオケ。盛り上
がりました！ 



水と衛生月間に因んで  

『２６４０地区における“水と衛生月間”の各クラブの活動』 

タイ王国バンコク部ノンケーム地区内での“Clean Water Project” 

 

RI 第2640地区 国際奉仕委員長 中野 一郎 

RI 第3350地区 ノンケームRC 国際奉仕担当理事 礒部 寿一 

 当地区において、“水と衛生”の取り組みを

顧みたとき、決して十分な取り組みがなされ

てきたとは言えません。本年度は地区として

積極的に取り組むべく、国際奉仕委員会が調

査研究を進める中、タイ王国の首都である

バンコク都の『ノンケーム区』の周辺地域の

幼稚園、小学校、中学校の水道水が劣悪な状

態にあることを、３３５０地区ノンケームRCを

通じて知りました。 

 その地域は土質が石灰質で、コップに水を

汲むと白いツブツブが入った少し濁った水

であったり、匂いがする水を飲料水として利

用してきました。洗濯物などは乾くとバリバ

リに硬くなってしまうほどです。勿論、給食に

もその水が使用される訳で、下痢や腹痛等

をおこしで学校を病欠する子どもが少なく

ありません。長期間この水を摂取し続けると

命にかかわるケースもあります。 

 本来なら、政治や行政が積極的に対処し

改善するべき課題ではありますが、このよう

な問題を抱えている国は、発展途上にあり、

貧富の差が拡大し、行政サービスが遅れて

います。行政の対応を待つという悠長なこと

を言っている場合ではなく、待った無しの状

況下なのです。 

 この緊急を要する状況を何とか出来ない

かと模索する中で、ロータリー財団委員会と

連携し、協働することとし、地区内の国際奉

仕委員会のメンバーのクラブを中心にお声

がけをさせて頂き、国際的な人道的奉仕プ

ログラムのひとつで、“Clean Water Pro-

ject” を子どもたちに安全で安心して飲め

るクリーンな水を飲ませてあげたいという熱

い一念でプロジェクトを行いました。 

 各学校に設置した浄水器ユニットは、シス

テムは簡単で、ご家庭用浄水器の大掛かり

なものと考えて頂ければ分かり易く、その大

きさは人の背丈と同じくらい

で、１ユニットに３つのフィル

ターがあり、そこを小型ポン

プが源水を流し、クリーンな

水を作るという簡単な仕組

みです。水質にもよります

が、２００名の生徒の小学校

で、毎日使用して、３か月に１度フィルター（３

個）交換が必要で、それを怠ると機能が低下

し、折角の設置した浄水器の意味がなくなっ

てしまいます。私としても、ノンケームRCの

協力を頂きながら注視していきたいと思い

ます。               [ 次ページへ ] 

 ２０１４年１０月のRI理事会において、地域社会における安全な水の公平な提供、衛生設備

や衛生状況の改善、持続可能な水設備と衛生設備の設置、資金調達、維持管理を地域 住

民が行っていくための能力向上、安全な水と衛生の重要性について、地域住民の認識を高

めるためのプログラム支援、水と衛生に関連した仕事に従事することを目指す専門職業人

のための奨学金支援を強調する月間として３月を“水と衛生月間”としました。 



   浄水器の寄贈（設置）台数は次の通りで

す。和歌山RC－６ユニット、堺北RC―３ユニッ

ト、田辺RC－１ユニット、堺泉ヶ丘―１ユニット、

堺清陵RC－１ユニット、堺東南RC－１ユニット、

堺南RC－１ユニットで、２６４０地区の合計が、 

１４ユニットでしたが、ノンケームRCが現地で

寄付を募り、１ユニットを寄贈。当プロジェクト

の合計設置台数は、１５ユニットとなりました。 

 堺北RCとMOU(友好クラブ)にあるノンケー

ムRCが事前の水質検査や設置場所等の調

査、設置業者の選定、設置後の稼働確認を行

いました。設置後の調査で１校の浄水器に不

具合が発見されましたが、ノンケームRCの国

際奉仕委員会が迅速な対

応で、同委員会メンバー

立会いの下、修繕が行わ

れ、現在は、全１５ユニット

が、順調に稼働し各学校

の子どもたちや近隣住民

においしい水を供給して

います。 

  ２月１８日には、贈呈式が執り行われ、２６４０

地区からは、樫畑ガバナーをはじめとそた総

勢２５名のロータリアン参加し、設置した２校

を視察し、贈呈式典が執り行われました。小

学校では吹奏楽部の生徒の演奏による出迎

えから始まり、子どもたちに

よる民族舞踊や歌の披露な

ど、参加したロータリアンひと

り一人が子どもたちからの

『ありがとうの感謝の気持

ち』を肌で感じる素晴らしい

贈呈式となりました。 

  その後の夕食会がチャオプラヤ川のリ

バークルーズ船で開催され、３３５０地区ガバ

ナーのナカアリン氏をはじめ地区内ロータリ

アンが３０名ほどが参集し、国際交流レセプ

ションが開催され、現地の歌手や日泰ロータ

リアンによるダンスなどの余興で、大盛会の

うちに幕を閉じることが出来ました。 

  また、今回の、“Clean Water Project”の前

日、２月１７日に堺北RCと東北地方に位置する

ロイエット県のロイエットRCと国際的な人道

的奉仕プログラムの一環で、現地病院にグ

ローバル補助

金で人工透

析機 ３基寄

贈 さ れ ま し

た。また、当日

２月１８日午前

中に、堺清陵

RCとノンケー

ムRCが、同じくグローバル補助金で、AED（自

動体外式除細動器） １１器の贈呈式とCPR（心

肺蘇生法）

のトレーニ

ングがモー

チットバス

ターミナル

で開催され

ましたこと

を、併せて、ご報告させて頂きます。 

  最後になりますが、ノンケームRCのDr.ウイ

ルン会長をはじめとした現地ロータリアンの

皆様、ローターアクトの皆様、ご協力頂いた

全ての皆様に心より感謝と御礼を申し上げ

ます。  

 



 安全な水と衛生設備の利用は、すべての人がもつべき権利。なのに、汚染水で病気になる人や
命を落とす人が後を絶ちません。未来を担うはずの子どもたちは、水汲みなどの労働によって学
校に通えず、つらい境遇を強いられています。 

 私たちの活動は、井戸を掘るだけではありません。安全な水と衛生設備を提供した上で、衛生
や伝染病予防に関する教育も行うことで、コミュニティ全体の生活を改善し、子どもの通学率を
高めています。 

ロータリー財団は、地元や海外でのプロジェクトや活動の
ための補助金を提供することで、世界に変化をもたらし
ています。 
 
ロータリーとUSAIDパートナーシップ：ロータリーは米国国
際開発庁（USAID）と提携して、ガーナ、マダガスカル、ウ
ガンダで水と衛生設備を慶全する持続可能な長期的プ
ロジェクトを実施しています。 

「学校でのWASHターゲット・チャレンジ」：ロータリーは、水、
衛生設備、教育に関する持続可能なプロジェクトを、ベ
リーズ、グアテマラ、ホンジュラス、インド、ケニアの5カ国
で立ち上げるよう会員に呼びかけています。 

WASHプロジェクト：ロータリー財団は2013年から、100カ国
余りで実施されている1,000件以上のWASHプロジェクト
に投資しています。財団からの補助金やロータリークラ
ブの募金活動で得た資金を元に、ロータリー会員が浄
水、衛生教育、仮設トイレの建設、廃棄物管理を支援して
います。 

ロータリーのWASH奨学金 

ロータリーは、水と衛生分野の専門家
を育成する奨学金を提供することで、
次世代のリーダーを育成することに
投資しています。「グローバル補助金
奨学生としての経験を通じて、今の活
動に必要なスキルとネットワークを得
る機会を見つけることができました。

これにより、世界中どこに住む人でも、安全で衛生的
なトイレが利用できるようにするという水と衛生分野
での変革を進めていけると感じています」―ジャスミ
ン・バートンさん （「Wish for WASH」の創設者、London 
School of Hygiene & Tropical Medicine修士課程在籍） 

ロータリーはこんな活動をしています 
会員の世界的ネットワークを通じて、世界各地の人びとと協力して教員研修やカリキュラム作成
を行うだけでなく、家庭と学校の水・衛生設備の改善を通じて、子ども（特に女子）への教育を改
善しています。 

My ROTARY から 



3月は「水と衛生月間」です！ 

寄稿者： アズカ・アシフ （ロータリー職員） 

 きれいな水を利用できることは基本的な人権です。しかし世界には、適切な衛生設備が
利用できない人が25億人と、安全な飲み水が得られない人が7億4,800万人おり、さらに毎
日1,400人の子どもが、劣悪な衛生環境と不衛生な水を原因とする病気で命を落としてい
ます。 

 国連は2015年、環境と気候変動に対応しながら貧困問題と福祉改善に取り組むために、
「持続可能な開発目標」を設定しました。 目標の一つは水と衛生に関する項目で、「すべて
の人に水と衛生へのアクセスと持続可能な管理を確保する」ことを目的としています。 

 ロータリーでも、井戸や雨水貯水システムの設置、水設備管理の研修、疾病予防のための
水 設備の提供など、水関連の多くの活動が実施されています。以下にロータリー会員によ
る活動をご紹介します。 

・バンガロア メトロ ロータリークラブ（インド） ： 大規模な鉱業の発展とともに、フッ化物含
有物質によって土壌が汚染された地域社会に、水浄化プラントを設置しました。 

・ポカラ ロータリークラブ（ネパール） ： 農村地域では水を得るために毎日25kmを歩かな
ければならず、水運びをしなければならない子どもも大勢いました。 そこで、米国のウィリ
アムソン ロータリークラブと協力して500人分の水を貯蔵できるタンクを設置しました。 

・大東ロータリークラブ（大阪） ： シティーマンガール（ネパール）にある学校の貯蔵タンク
（12,000リットル）を活用するためのポンプとフィルターを設置し、年間を通じて安全な飲み
水を供給できるようにしました。 

 700万人が水を原因とする疾病リスクにさらされているガーナでも、ロータリー会員は他団
体と協力して、水と衛生プロジェクトを実施しています。 

   

   

 

 

 

   

  3月はロータリーの「水と衛生月間」です。きれいな水をもたらすロータリーの取り組みを
あらためて認識するとともに、さらに活動を広げていきましょう。皆さまのクラブで実施され
た奉仕活動も、ロータリーショーケースでぜひご紹介ください。日本語で入力できます。 

h ps://rotaryblogja.wordpress.com/ 



次年度のための 地区チーム研修セミナー 

 次年度のための「地区チーム研修セミナー」が、2月16日(土)の午後１時30分から、ダイワロ

イネットホテル和歌山で開催され、次期地区役員、ガバナー補佐、各委員長・副委員長等、関係

者が出席しました。                 

司会 ： 村田 弘至 次期地区副代表幹事 

 中野 均ガバナーエレクトの開会点鐘に始まり、歓迎の辞、次期

地区役員紹介などが行われ、続いて、樫畑 直尚ガバナー、福井 

隆一郎(PG) 次期地区研修リーダーが挨拶しました。 

 次に中野 均ガバナーエレクトか

ら、国際協議会報告として、2019-

2020年度RIテーマ、地区方針の説明

があり、この中で、マーク ・ ダニエル 

・ マローニー 国際ロータリー会長エ

レクトのテーマ 「ロータリーは世界をつなぐ」 の説明やマーク

の紹介、ＲＩ会長方針を説明しました。 

 また、地区方針では、スローガン 「参加してロータリー活動を楽しもう」 と多くのロータリ

アンに参加していただき、ロータリー活動の楽しみや良さを再認識してもらうことを強調しま

した。 さらに、重点事項、委員会活動方針についても、クラブの拡大と会員増強や広報及び公

共イメージの向上をはじめ、各委員会の取り組み、分区活動、ガバナー公式訪問などの方針

を表明しました。 

 この後、ロータリー財団委員会、青少年関係、米山記念奨学委員会の各委員長などからの

現状報告があり、引き続いて、質疑応答、意見交換。 出席者から、要望や提案のほか、活発な

意見が交わされました。 

 最後に、岡本 浩 直前ガバナーが講評を述べ、地区チーム研修セミナーを締めくくりまし

た。 参加した、地区役員、ガバナー補佐、各委員長等は、終始、熱心に聴講し、次年度に向けて

役割と使命を再認識しました。              （記：地区IT委員長 寺下 卓） 



インターアクトクラブ海外研修報告会  

地区インターアクト委員長 近藤 本淳  

 2月17日、羽衣学園高校（堺市）において、2018年12月24日～27日に行いましたインターアクトクラ

ブ海外研修 『台湾 国際理解の旅』の報告会を開催しました。ホスト校は、羽衣学園中学高等学校と賢

明学院中学高等学校の共催です。 

  中野ガバナーエレクト、藤井ガバナーノミニー、高梨ガバナー補佐をはじめ14名のロータリアンの

出席をいただき、10時30分より羽衣学園IAC司会進行により開会。点鐘は地区IAC代表の亀谷君です。

国歌斉唱・インターアクトの歌をソングリーダー河村さん

のもと、高らかに斉唱、近藤インターアクト委員長の開会

の言葉につづき、羽衣学園IAC大北さん、高石RC中井会

長より歓迎の言葉をいただきました。次に中野ガバナー

エレクトから御挨拶をいただいたあと、近藤委員長より、

本日ご参加の来賓・ロータリアンをご紹介。続いて、参加

インターアクトクラブを各校ごとに海堀（先生）顧問代表

より紹介後、開会式を終了しました。 

  引き続き、松本（先生）顧問制作による「海外研修の思い出」DVDを鑑賞、行程通りに編集され、結団

式・出発から帰国・解団式まで、参加生徒の動向や感動や感想が伝わってきました。 

 昼食と顧問会議ののち、午後の部では、事前に各行程ごとに決めていた役割分担の順に報告を行

いました。 

12月24日 結団式（関空）～日本出国～台湾到着・・・・・・・・・・・清教学園高校 

      到着～元培医事科技大学～夕食・・・・・・・・・・・・・・羽衣学園高校 

      交流会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・初芝橋本高校 

12月25日 出発～烏山頭ダム、八田與一記念館～昼食・・・初芝立命館高校 

      故宮博物院南部院～嘉儀大学～夕食・・・・・・・・帝塚山泉ヶ丘中高校 

12月26日 出発～台北市内～昼食・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・初芝富田林中高 

      午後の史跡散策～九份～夕食・・・・・・・・・・・・・・・・・初芝立命館中 

12月27日 台北・桃園～台湾出国・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・賢明学院中高 

      台湾出国～日本帰国～解団式（関空）・・・・・・・高野山高校 

 午前中に鑑賞したDVDを補完する内容で、当時の感動や思い出が甦ります。 

 生徒たちの発表後は、この研修に参加された、安井インターアクト委員、高師浜RC合田会員組織委

員長よりお言葉をいただきました。 

 閉会式も羽衣学園IACの進行により、まず、坂東地区社会奉仕委員長より講評を頂きました。近藤委

員長の閉会の言葉の後、地区IAC代表の亀谷君の閉会宣言・点鐘により修了しました。   

地区活動報告 



地区活動報告 

地区ローターアクトクラブ 献血活動 

                       地区ローターアクト委員会 

地区ローターアクトクラブ 副幹事 安阪 雄大 

 地区ローターアクトクラブは、2月10日(日)、第2640地区内の４地点で、献血活動を実施し

ました。当地区ローターアクトクラブが合同で献血活動を行うのは、初めての試みで、今回

は、和泉市のエコール・いずみ、富田林市エコール・ロゼ、泉佐野市のいこらもーる、御坊市の

ロマンシティの4地点で実施しました。 

 最終的に目標を大きく上回る結果となりました。 献血にご協力して頂いた皆さん。また、

呼びかけ等に協力してくださいましたロータリークラブの皆さん。地区の皆さん。、本当にあ

りがとうございました!   

情報：地区ローターアクトクラブ (https://www.facebook.com/2640rotaract/) 

 受付総数   357名 
 400ml総数  287本 
 200ml総数    13本 
 総合計     300本 



７分区 大阪合同例会 懇親会 

 2月9日（土）、7分区の大阪合同例会が開催されました。羽衣ロータリークラブがホストを

務め、分区の7クラブ（羽衣RC、和泉RC、泉大津RC、和泉南RC、大阪金剛RC、高石RC、高師浜

RC）から、100名を超える会員が参加。盛会に終えることが出来ました。    

資料：羽衣RC（https://www.facebook.com/hagoromorc/） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分区活動報告 

5分区（南輪会） ＩＭフォーラム 

 2月24日(日)、富田林市民会館にて、５分区「南輪会IMフォーラム」が開催されました。 

 「南輪会」とは、南大阪10クラブ （羽曳野RC、河内長野RC、河内長野東RC、松原RC、松原

中RC、 美原RC、大阪狭山RC、太子RC、富田林RC、富田林南RC）の愛称です。 今回、太子

ロータリークラブがホストを務めました。 

 ＩＭフォーラムでは、新たに作成した南輪会としての旗が披露されました。 

 また、記念講演では、国際ロータリー第2640地区 2006年-2007年度ガバナーの 三軒 

久義 様（河内長野東RC 名誉会員）が テーマ「南輪会の歴史とＩＭ」で講演されました。  

 

資料：富田林RC（https://www.facebook.com/tondabayashirc/） 



 橋本ロータリークラブ（会長 中村 嘉宏）は、社会奉仕事業として世界的数学者である岡潔博士

の顕彰碑を建立致しました。 

 岡潔博士は紀見村（現・橋本市柱本）出身で、幼少期や中学時代を過ごした。京都帝国大学を卒業

後、「多変数解析函数論」を発表。「世界の天才数学者でも１問解くのに１００年かかる」と言われた世

界３大難問を１人で解いた超天才としてよくテレビにも取りあげらるほど有名です。橋本市最初の名

誉市民であり、文化勲章受章者の岡潔博士の没後40年を偲び、橋本市の博士出身の地に地元住民

様より土地をご協力頂き、地元自治区のご協力を得て顕彰碑建立を実現しました。同時に岡潔博士

の墓所案内塔および岡潔博士がよく散策された紀見峠と河内長野市天見の２箇所に「情緒の道」の

石塔を建立しました。 

 紀見峠には当橋本ロータリークラブが、河内長野市天見には河内長野高野街道ロータリークラブ

が建立し、平成30年11月29日に除幕式を橋本・河内長野高野街道の合同例会として、岡潔博士のご

子孫様及び地元住民の皆さま合計約80名にて、大変喜ばしい雰囲気の中、執り行いました。 

 除幕式は地域報道各局にも案内し、地元メディアにも多く取り上げて頂き、クラブの社会奉仕活動

の広報としても有意義でした。岡潔博士の教えを広く、そして永く引き継ぎ、青少年の将来に、夢と

希望を与える事を祈ります。 

クラブ活動報告 

世界的数学者 岡潔先生没後40年を偲ぶ、顕彰碑と3基の石塔を建立 

橋本ロータリークラブ 



クラブ活動報告 

 新宮ロータリークラブ（会長 湊口 博之) は、お燈まつりが行われる神倉山（神倉神社）

で、早朝清掃を行いました。当日は、来訪の姉妹都市、名取ロータリークラブのメンバーも参

加。長い石段のゴミを回収しました。 

 新宮市では、毎年2月6日にお燈まつりがあります。 

 白装束に荒縄を巻いた男達が速玉大社、阿須賀神社、妙心寺にお参りし、各々の願いを期

した松明を持ち、神倉神社を目指します。熊野速玉大社の摂社である神倉神社は、源頼朝公

寄進の５３８段の石段を登ったところにあります。大松明から迎えた火が各自に移り、山門が

開かれ、上り子は石段を下ります。「山は火の海下り龍」といわれる所以です。 

 たまたま、当日が例会日にあたり、姉妹都市である名取市から二名のロータリアンがお燈

まつりに参加され、新宮ロータリークラブの会員と同行されました。翌朝、神倉山の早朝清掃

が社会奉仕委員会から提案され、多くの会員と名取から名取ロータリークラブ相澤会長、郷

内前幹事にも参加いただき、たくさんのゴミを拾って美化に協力できました。 

 新宮ロータリークラブとしては、初の試みで（例年は速玉大社で早朝清掃活動）したが、多

くのゴミ袋と心地良い汗に良い社会奉仕活動が行えたと感じました。 

 また、名取ロータリークラブと八年前に結んだ御縁が、実を結んだことも実感いたしまし

た。                               （記 尾﨑 幸雄） 

神倉山（お燈まつり）の早朝清掃 

新宮ロータリークラブ 



クラブ活動報告 

海南クリーンアップ作戦 （ロータリーデー） 

海南西、海南東ロータリークラブ 

 海南西ロータリークラブ（会長 神出 直治）と海南東ロータリークラブ（会長 山畑 弥生）

は、合同で2月24日（日）、海南市内の国道沿いので、ロータリーデーとして、清掃活動を行い

ました。両クラブの会員及びファミリー等、総勢50名が参加。 「みんなで、街をきれいにしま

しょう」 と多くの市民にアピールすると共に、この活動を「ロータリーデー」として、ロータ

リークラブの公共イメージと認知度の向上を目指して実施しました。  

 当日は、朝９時集合。海南商工会議所を基点に温山荘往復と藤白神社往復の２コースに分

かれ、ロータリーデーの活動として 「みんなで、街をきれいにしましょう」 と道行く通行車

両、歩行者など、沿道の多くの市民にアピールしました。 

 今回は特に晴天にめぐまれ、気温も暖かく、順調に多くのゴミを回収することができまし

た。日頃は比較的きれいな感じですが、よく見ると隠れたゴミがあり、空き缶やペットボトル、

タバコの吸殻など、集めてたゴミは、ゴミ袋（海南市提供） 約30袋になりました。  

 これまで、清掃活動は、それぞれのクラブが単独で実施していましたが、今回、海南西RC

が幹事クラブとなり、準備会を重ね、今回、初めて合同で行うことなりました。 

 清掃活動を通じ、皆で一緒に協力し、心地よい汗をかくことで両クラブのより深い交流、親

睦が図れました。また、家族や従業員のファミリーも参加し、ロータリーの活動を多くの皆さ

んに知ってもらうことが出来ました。さらに、当日は報道機関（地方紙）の取材もあり、当初の

目的を達成することができたほか、そのプロセスや結果を通じて、多くの成果がありました。 



 和歌山東ロータリークラブ（会長 吉田 篤生）は、２０１９年２月２３日（土）、ダイワロイネット

ホテル和歌山で創立６０周年記念式典を開催しました。 

 和歌山東ロータリークラブは、１９５９年２月２３日にスポン

サークラブであります和歌山ロータリークラブ様のご指導

の下、和歌山で２番目のクラブとして３０名のメンバーで誕生

しました。以来、諸先輩方の努力により、地域社会や職場、世

界での奉仕を目指し、またクラブ内での親睦と出席に力を注

ぎ、６０年の歴史を紡いできました。 

 このたび、創立６０周年記念事業といたしまして、２月１４日にＪＲ和歌山駅中央口の『和歌山

市観光マップ』をリニューアルし、和歌山市に寄贈させ

て頂きました。これは従来あった観光マップを新しい

情報にアップデートしたものです。 

 特徴としまして、和歌山市加太の友ヶ島を通る海上

に東経135度の子午線を明記させて頂きました。和歌

山市を通る子午線は、２００２年の日本測地系の変更に

よって友ヶ島灯台付近を通るようになりましたので和

歌山駅前の観光マップに子午線を明記することで、

住民のみならず、訪れた観光客にも地球上においての和歌山の位置がよくわかります。自分

たちの居場所が明確になることで、より地域への理解が浸透し、郷土愛が深まるのではない

でしょうか。そういった思いを込めて、観光マップを寄贈させて頂きました。 

 また、１月１７日には、児童養護施設こばと学園の防災倉庫へ、

防災グッズの追加をさせて頂きました。 

 微力ながら地域貢献に寄与することで、今までの６０年への感

謝をあらわすとともに、今後の１００周年に向けての新たなスター

トにしたいと考えております。 

クラブ活動報告 

創立60周年式典を開催 

和歌山東ロータリークラブ 

和歌山市観光マップ除幕式 

こばと学園に備蓄品の目録贈呈 

在籍56年 三毛 理一朗 会員、 
在籍46年 内畑 瑛造 会員の表彰 



クラブ活動報告 

【写真：My ROTARY ショーケース 掲載プロジェクトから 】 

 岸和田東ロータリークラブ（会長 辻林 一郎）は、２０１９年２月９日（土）か

ら１１日（月・祝）にかけて、辻林会長他４名で フィリピンはパンパンガ州ク

ラーク市の現地を訪問、視察しました。 

 目的は、姉妹クラブのイントラムロス・マニラRCとの共同奉仕事業に使用

されたDDF（地区補助金）の執行が確実に行われていたかの確認です。 

 フィリピンはクラーク国際空港でアニー会長以下、役員の方々の出迎えでこの旅は始まり

ました。日本の冬から一変に夏、イントラムロス・マニラRCの皆さんはサングラスに半袖、まさ

しく夏です。 

 Sitio Babo にある学校は、宿泊したホテルからも近く約15分で現地へ到着。村の方々の熱

烈歓迎を受けました。教室内部は今回の共同奉仕事業で整備されたパソコン、壁掛けのモニ

ター等が整備され、到着を待っていた子供達から大歓迎を受けました。私達、訪問団やイント

ラムロス・マニラRCの方々からの挨拶に続いて、子供達に文具品のお土産がプレゼントされ

ました。２時間程の滞在を終えて現地を離れましたがDDFに感謝の奉仕事業でした。 

イントラムロス・マニラＲＣ訪問 「Sitio Babo Projectを訪ねて」 

岸和田東ロータリークラブ 

国際奉仕委員長 米本 直樹 



クラブ活動報告 

姉妹クラブの済州日出ＲＣを訪問 

和歌山アゼリアロータリークラブ 

 和歌山アゼリアロータリークラブ(会長 黒田 忠嗣）は、2月22日（金）、姉妹クラブの韓国 済州日

出ロータリークラブを訪問。創立15周年記念例会に出席しました。 

 姉妹クラブとして正式に調印して５年目を迎える済州日出ＲＣ。記念例会には、14名のメンバーが

参加し、親睦を深めてまいりました。手厚い歓迎を受け、より一層の交流と、次年度に向けて新たな

共同事業の話し合いもすることができました。            (資料：和歌山アゼリアRC ＦＢページ) 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

提供ラジオ番組、人間万歳で ドライブレコーダーの取り付けを推進  

和歌山南ロータリークラブ 

 和歌山南ロータリークラブ（会長 三木 菊夫）は、クラブが提供する 和歌山放送のラジオ番組

「人間万歳」 今月の放送で、和歌山県警察本部の崎口警視に出演していただき、犯罪抑止につい

ての話しをしていただきまました。同クラブは、和歌山県警察本部と安心安全な街づくりについて

協定を結んでおり、ドライブレコーダーの取り付け推進、記録データの提供や、子どもの見守りな

ど、安心安全な街づくりを呼びかけています。            (資料：和歌山南RC ＦＢページ) 

  



地区では、登録率 ５０％UP を目標にしています。皆さんのご協力をお願いします。 



財団年次寄付一覧表 (3月１日現在）  







  

「ロータリー文庫」は、日本ロータリー50周年記念事業の一つとして、1970年に創立された皆様の資
料室です。ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し、皆様のご
利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版
資料についてはコピーサービスも承ります。 

また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の
「資料目録」を備えてありますので、 ご活用願います。 以下資料のご紹介を致します。 

ロータリー文庫 
〒105－0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階 

TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506  http://www.rotary-bunko.gr.jp 

開館＝午前10時～午後5時  休館＝土・日・祝祭日 

ホームページから検索 http://www.rotary-bunko.gr.jp 

ロータリー文庫通信 375号 2019年02月 シェルドン特集 

 ロータリー精神の中核である「奉仕の理念」（The ideal of service）は時代と共に深化してきまし
た。アーサーF．シェルドンが提唱した「He profits most who serves best」は、初期のロータリーの
奉仕理念の原点であり、ロータリーの一つのモットーとして今も受け継がれています。この標語の意
味について、シェルドン自らが書いた「The meaning of the motto」という著作を、田中毅PDGが先
ごろシェルドン監修の月刊誌「Business Philosopher」から発見しました。「The Gate」と共に紹介し、
併せてこの著作の田中毅PDGの翻訳と、シェルドンに関する多くの著作の中から最近の２編をご紹
介いたします。 



[ 次ページへ ] 



 ロータリークラブへの入会は、職業人や市民リーダーの
世界的ネットワークの一員となること。ロータリーの会員は、
クラブの枠を超えて海外の会員と交流したり、リソースを寄
せあって国際奉仕活動も行っています。 

 積極的に活動すれば、クラブと地域に貢献できるだけで
なく、自分自身にも変化があるはずです。同じ目的意識をも
つ仲間と交流し、人と人との結びつきを育みながら、何もの
にも代えがたい経験が得られるでしょう。ロータリーでは、さ
まざまな方法で参加すればするほど、チャンスが無限に広
がります。 

ロータリーへようこそ！ 

ロータリーへの入会 

変化を生み出すロータリー
の力の源は、世界35,000以
上のクラブで活動する120
万人の会員。友情で結ばれ
た会員は、地元での草の根
の活動から、大規模な世界
的活動まで、幅広く取り組
んでいます。 



※ ( ) 1月1日 ご逝去 1名 

(1) 



2018-2019年度 国際ロータリー第2640地区 オフィシャルホームページ 

http://rid2640g.com/kashihata/ 
2018-2019年度 国際ロータリー第2640地区 facebookページ 

https://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ 

ガバナー月信は、地区と地区内クラブの

情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に

活かせてもらうため、情報収集に努めてい

ます。皆様の寄稿、ご協力をお願いします。 

具体的には、記念事業や特別例会、クラ

ブ奉仕活動、親睦活動（家族会、親睦旅行、

同好会等）や会員増強等、職業奉仕（講演

会、講習会、視察等）、社会奉仕（清掃活動、

福祉・教育支援事業等）、国際奉仕（友好クラ

ブとの交流、各社会奉仕プロジェクト）、青少

年奉仕（青少年交換、インターアクト、ロー

ターアクト、ライラ等）、そのほか、ロータリー

財団、米山記念奨学会等の活動などの案

内、募集、報告等の寄稿をお願いします。 

また、ご提供いただける情報は、文書面、

資料、写真をＦＡＸ、封書等又はメールでガ

バナー事務所へご送付ください。 

月信では、引き続き、国際ロータリー、地

区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報の

収集等、紙面の充実に努めてまいります。ご

協力をお願いします。 

※ロータリー文庫通信は、２ヶ月に１回の発行と

なりました。次回掲載は、5月号になります。 


